
質問項目ここが聞きたい!
一 般 質 問

（一般質問の文章は、質問者の責任で作成しています）

プール授業の方向性は

授業の実施方法も含め検討

学
校
プ
ー
ル

問  

学
習
指
導
要
領
に
お
け

る
水
泳
授
業
の
位
置
づ
け
は
。

教
育
長　

小
学
校
低
学
年
で

は「
水
遊
び
」と
し
て
水
に
親

し
む
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

て
い
る
。中
学
年
以
降
は
、水

泳
運
動
と
し
て
泳
法
の
習
得

を
通
じ
、
体
力
を
養
う
と
と

も
に
、水
泳
の
心
得
を
学
び
、

健
康
・
安
全
に
配
慮
す
る
よ

う
指
導
す
る
こ
と
が
定
め
ら

れ
て
い
る
。

問  

現
在
の
検
討
課
題
は
。

教
育
長　

プ
ー
ル
施
設
の
老

朽
化
等
に
よ
り
、今
後
、施
設

維
持
に
多
大
な
コ
ス
ト
が
か

か
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。

問  

民
間
委
託
や
他
自
治
体

と
の
連
携
も
含
め
協
議
を
始

め
る
べ
き
で
は
。

教
育
長　

当
町
の
場
合
、
学

校
プ
ー
ル
以
外
に
授
業
を
行

う
施
設
が
な
い
た
め
、
選
択

肢
と
し
て
は
、
町
内
の
他
校

の
プ
ー
ル
を
共
同
で
利
用
す

る
か
、隣
接
自
治
体
の
民
間
・

公
営
プ
ー
ル
を
利
用
す
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
。
プ
ー
ル

授
業
は
自
ら
の
命
を
守
る
と

い
う
目
的
も
あ
る
の
で
、
関

係
者
の
意
見
を
踏
ま
え
慎
重

に
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
。

問  

今
後
の
プ
ー
ル
授
業
の

方
向
性
は
。

教
育
長　

現
在
の
プ
ー
ル
が

使
用
で
き
る
う
ち
に
、
方
針

を
定
め
て
い
く
。
施
設
の
長

寿
命
化
と
並
行
し
て
、
先
行

事
例
を
参
考
に
、
授
業
の
実

施
方
法
な
ど
も
含
め
て
検
討

し
て
い
く
。

祢 津　 明 子 議員 10ページ

① 学校プールについて
② 女性を守るために

中 村　 忠 靖 議員 11ページ

① 防災対応について
② 空き家対策について

朝 倉　 国 勝 議員 11ページ

① 有害鳥獣対策について
② 帯状疱疹対策について

大日向　進也 議員 12ページ

① ごみの減量化に向けて
② 公共施設管理予約について

塚 田 　 舞 議員 12ページ

① 認知症の早期発見と
　 包括的支援について
② 子ども・子育て支援について

宮 入　 健 誠 議員 13ページ

① 新複合施設について
② ごみの資源化について

大 森　 茂 彦 議員 13ページ

① 公益通報者保護の取り組みは 
② 今こそ平和への取り組みを
③ 子育て支援
④ 高齢者の補聴器購入助成を

玉 川　 清 史 議員 14ページ

① 町道整備について
② 国土調査について
③ 町有地の貸出しについて
④ マイナンバーカードについて

星 　 哲 夫 議員 14ページ

① 児童数減少と教員の
　 働き方改革について
② 自治区の防災対策について

水 出　 康 成 議員 15ページ

① 移住定住施策について
② 警戒情報について

村上小学校プール

祢津　明子  議員
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防災訓練

新
た
な
課
題
は

検
証
を
現
在
す
す
め
て
い
る

問  

今
回
実
施
の
防
災
訓
練

で
、新
た
な
課
題
は
。

町
長　

今
年
度
実
施
し
た
防

災
訓
練
で
は
、
こ
れ
ま
で
台

風
に
よ
る
大
雨
・
浸
水
災
害

を
想
定
し
た
総
合
防
災
訓
練

が
町
内
全
域
で
実
施
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
新
た
に
地
震
災

害
を
想
定
し
た
防
災
訓
練

と
し
、８
月
25
日
に
実
施
し

た
。課
題
な
ど
の
検
証
は
、現

在
す
す
め
て
い
る
。

　

今
回
初
め
て
実
施
し
た

「
ペ
ッ
ト
同
行
避
難
」で
は
、

長
野
県
動
物
愛
護
会
の
皆
様

に
協
力
を
い
た
だ
き「
飼
い

主
と
し
て
準
備
す
る
こ
と
」

や「
被
災
し
た
時
の
過
ご
し

方
・
注
意
点
」な
ど
、役
立
つ

情
報
を
伝
え
て
も
ら
っ
た
。

愛
護
会
の
皆
様
も
初
め
て

の
参
加
の
た
め
、
課
題
が
な

か
っ
た
か
整
理
し
、
今
後
の

訓
練
内
容
に
つ
い
て
助
言
し

て
も
ら
う
。

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

問  

今
後
、
ど
の
よ
う
な
取

組
み
を
行
っ
て
い
く
の
か
。

住
民
環
境
課
長　

今
後
の
空

き
家
対
策
の
取
組
み
は
、
引

き
続
き「
長
野
県
空
き
家
対

策
支
援
専
門
家
派
遣
事
業
」

を
活
用
し
、「
空
き
家
対
策

住
民
啓
発
講
座
・
相
談
会
」

を
開
催
す
る
。

　

空
き
家
の
利
活
用
の
促
進

と
し
て
、
固
定
資
産
税
納
税

通
知
書
に
チ
ラ
シ
を
同
封

し
、「
空
き
家
等
の
適
切
な

管
理
」
と「
空
き
家
バ
ン
ク

制
度
」の
周
知
・
利
活
用
促

進
を
図
っ
て
い
く
。

中村　忠靖  議員

朝倉　国勝  議員

ワクチン助成の実現を

早期に実現していきたい

帯
状
疱
疹

問  

町
内
で
も
50
才
以
降
の

人
に
帯
状
疱
疹
の
発
症
が
多

く
み
ら
れ
、
神
経
痛
の
よ
う

な
痛
み
、し
び
れ
、か
ゆ
み
等

の
症
状
が
あ
り
、
長
期
に
わ

た
る
治
療
が
必
要
で
、
場
合

に
よ
っ
て
は
重
症
化
す
る
。

　

発
症
を
予
防
す
る
た
め

に
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
推
奨

さ
れ
て
い
る
。
他
の
市
町
村

で
も
助
成
制
度
を
実
施
し
て

い
る
と
こ
ろ
が
増
加
し
て
お

り
、
当
町
に
お
い
て
も
助
成

制
度
の
実
現
を
要
望
し
た
い

が
町
の
考
え
は
。

町
長　

50
才
以
降
に
多
く
発

症
し
、
80
才
ま
で
に
３
人
に

１
人
が
か
か
る
と
い
わ
れ
、

治
療
が
遅
れ
る
と
重
症
化

し
、
治
療
後
も
長
期
間
痛
み

が
残
り
、
帯
状
疱
疹
後
神
経

痛
に
な
る
場
合
も
あ
る
。
町

と
し
て
も
発
症
リ
ス
ク
の
低

減
、
重
症
化
の
予
防
を
は
か

る
た
め
に
、
助
成
制
度
を
で

き
る
だ
け
早
期
に
実
現
で
き

る
よ
う
進
め
た
い
。

有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

問  

最
近
、
有
害
鳥
獣
に
よ

る
被
害
が
拡
大
し
て
い
る

が
、
個
体
の
大
幅
削
減
に
向

け
た
今
後
の
考
え
は
。

商
工
農
林
課
長　

有
害
鳥
獣

へ
の
対
応
は
、
捕
獲
対
策
・

防
除
対
策
・
環
境
整
備
を
組

み
合
わ
せ
た
総
合
的
な
対
策

を
実
施
し
て
き
た
が
、
有
害

鳥
獣
の
大
幅
削
減
に
は
至
っ

て
い
な
い
。
現
状
の
状
況
を

分
析
し
、
新
し
い
視
点
で
個

体
の
大
幅
削
減
対
策
を
計
画

展
開
し
た
い
。

ワクチン接種で発症予防
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大日向　進也  議員

幼・保・小の連携は

切れ目のない支援を目指す

子
育
て
支
援

問  

幼
・
保
・
小
の
連
携
の

働
き
か
け
の
現
状
は
。

子
ど
も
支
援
室
長　
「
坂
城

の
子
は
坂
城
で
育
て
る
」を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
子
ど
も
の

成
長
に
合
わ
せ
た
切
れ
目
の

な
い
一
貫
し
た
子
育
て
支

援
を
進
め
て
い
る
。
特
に
、

幼
稚
園
や
保
育
園
か
ら
小
学

校
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
移
行
は

特
に
重
要
な
節
目
と
据
え
、

年
中
児
対
象
の
発
達
相
談
事

業
や
、
年
長
児
対
象
の
発
達

フ
ォ
ロ
ー
事
業
を
実
施
し
、

子
ど
も
た
ち
の
個
性
や
特
徴

に
合
わ
せ
て
支
援
し
て
い

る
。ま
た
、就
学
支
援
委
員
会

で
は
、
必
要
に
応
じ
て
学
校

見
学
を
行
い
、
関
係
者
と
連

携
し
な
が
ら
小
学
校
へ
の
就

学
に
向
け
、
よ
り
丁
寧
な
支

援
を
行
っ
て
い
る
。さ
ら
に
、

円
滑
な
就
学
に
向
け
、
各
園

へ
の
訪
問
指
導
や
循
環
訪
問

を
実
施
し
て
い
る
。

問  

子
育
て
中
の
保
護
者
に

対
し
て
の
支
援
の
状
況
は
。

子
ど
も
支
援
室
長　

家
庭

の
多
様
化
が
進
む
な
か
、
子

育
て
の
不
安
や
悩
み
を
解

消
し
、
社
会
的
孤
立
を
防
ぐ

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

町
で
は
、
妊
娠
・
周
産
期
か

ら
青
少
年
期
ま
で
の
切
れ
目

の
な
い
支
援
を
提
供
す
る
た

め
、保
健
、福
祉
、教
育
、医
療

な
ど
の
関
係
機
関
が
連
携
し

て
、
包
括
的
な
相
談
支
援
を

行
っ
て
い
る
。ま
た
、不
妊
・

不
育
症
治
療
費
の
助
成
や
、

保
育
料
、副
食
費
、学
校
給
食

費
の
無
償
化
な
ど
、
経
済
的

負
担
の
軽
減
に
も
努
め
て
い

る
。

ごみ減量化

町
の
総
排
出
量
は

県
内
77
市
町
村
中
54
番
目

問  

令
和
４
年
６
月
に
ち
く

ま
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン

タ
ー
へ
可
燃
物
処
理
の
移
行

が
行
わ
れ
て
か
ら
、
町
の
可

燃
ご
み
の
総
排
出
量
は
。

住
民
環
境
課
長　

家
庭
系
、

事
業
系
合
わ
せ
て
令
和
４
年

度
は
施
設
移
行
後
の
６
月
よ

り
２
６
９
７
ｔ
、５
年
度
は

３
１
０
７
ｔ
、６
年
度
７
月

ま
で
で
１
０
３
３
ｔ
で
あ
る
。

問  

坂
城
町
の
可
燃
ご
み
排

出
量
は
県
内
で
何
番
目
と
な

る
か
。

町
長　

令
和
４
年
度
の
実
績

に
よ
る
と
、
県
内
77
市
町
村

中
54
番
目
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏

ま
え
、リ
デ
ュ
ー
ス
、リ
ユ
ー

ス
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
を

引
き
続
き
図
る
と
と
も
に
、

可
燃
ご
み
の
中
で
占
め
る
割

合
が
多
い
生
ご
み
に
つ
い
て

は
、
家
庭
で
た
い
肥
化
を
行

う
た
め
、
各
地
区
と
連
携
を

し
、
関
係
団
体
と
協
力
を
図

り
な
が
ら
減
量
化
に
努
め
て

い
く
。

　

ま
た
、
ご
み
の
減
量
化
と

と
も
に
資
源
を
有
効
に
循
環

さ
せ
る
社
会
の
実
現
を
進
め

て
い
く
。

問  
令
和
４
年
４
月
に「
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル

法
」が
改
正
と
な
っ
た
。町
に

お
け
る
収
集
方
法
に
変
化
は

あ
る
か
。

町
長　

今
後「
葛
尾
組
合
リ

サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
」の
建

設
を
予
定
し
て
お
り
、
そ
の

タ
イ
ミ
ン
グ
に
合
わ
せ
て
現

在
の
可
燃
物
と
同
様
の
専
用

の
収
集
袋
の
導
入
を
検
討
し

て
い
る
。

幼児教育スタートプラン（仮称）イメージ

生ごみを資源に
（ダンボールコンポスト作り講座）

塚田　舞  議員
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今年度の事業計画は

基本設計を取りまとめる

新
複
合
施
設

問  

新
複
合
施
設
建
設
に
向

け
た
建
設
委
員
会
や
住
民

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
計

画
の
考
え
は
。

町
長　

今
年
度
、
基
本
設
計

を
進
め
て
い
く
う
え
で
は
、

「
基
本
構
想
・
基
本
計
画
」

を
よ
り
具
現
化
す
る
た
め
、

建
設
委
員
会
を
は
じ
め
、
施

設
利
用
者
な
ど
多
く
の
町
民

の
皆
様
と
施
設
イ
メ
ー
ジ
を

視
覚
的
に
共
有
す
る
中
で
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
な

ど
を
通
じ
て
、
意
見
の
集
約

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　

町
と
し
て
は
、
10
月
か

ら
11
月
に
か
け
て
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
の
意
見
聴
取
を

進
め
な
が
ら
、
12
月
末
を
目

途
に
開
催
を
予
定
し
て
い
る

建
設
委
員
会
に
お
い
て
、
図

面
や
模
型
に
よ
る
視
覚
的
な

要
素
を
加
え
な
が
ら
、
基
本

設
計
案
と
し
て
施
設
イ
メ
ー

ジ
を
共
有
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
基
本
設
計
案
に
つ

い
て
は
、
来
年
１
月
か
ら
２

月
に
か
け
て
、
再
度
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
町
民

の
皆
様
と
施
設
イ
メ
ー
ジ
を

再
確
認
す
る
中
で
案
を
完
成

形
に
近
づ
け
、
来
年
３
月
に

予
定
す
る
建
設
委
員
会
に
お

い
て
、
基
本
設
計
の
最
終
案

を
取
り
ま
と
め
て
い
き
た

い
。

　

な
お
、
基
本
設
計
の
業
務

完
了
後
に
は
、
町
民
の
理
解

を
得
る
た
め
に
、
説
明
会
を

予
定
し
て
い
る
。

宮入　健誠  議員

大森　茂彦  議員

問  

こ
の
８
月
、
町
内
の
平

和
団
体
が
図
書
館
の
協
力

を
得
て「
小
さ
な
原
爆
写
真

展
」
を
開
催
し
た
。
毎
年
７

月
に
行
わ
れ
る「
原
水
爆
禁

止
国
民
平
和
大
行
進
」の
参

加
者
に
対
し
、
町
長
は
町
の

平
和
宣
言
を
毎
回
紹
介
し

て
い
る
。
こ
の
素
晴
ら
し
い

宣
言
文
を
役
場
に
訪
れ
た

方
に
も
読
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
パ
ネ
ル
に
し
て
庁

舎
内
に
掲
示
で
き
な
い
か
。

　

来
年
は
被
爆
80
年
に
な

る
。
年
間
を
通
し
て「
平
和

を
考
え
る
」年
度
に
す
る
た

め
、
戦
争
体
験
者
の
聞
き
取

り
や
講
演
会
、
広
島
の
平
和

祈
念
式
典
に
子
ど
も
た
ち
を

派
遣
す
る
こ
と
、
原
爆
写
真

展
や
被
爆
者
の
描
い
た
絵
画

の
展
示
な
ど
を
、
町
施
設
で

展
示
計
画
で
き
な
い
か
。

総
務
課
長　

宣
言
文
の
掲
示

は
大
き
さ
や
方
法
、
場
所
等

を
検
討
し
て
い
く
。

教
育
長　

来
年
度
は
終
戦
80

年
の
節
目
で
あ
り
、
平
和
学

習
の
実
施
や
戦
争
体
験
者
の

聞
き
取
り
、
平
和
学
習
施
設

へ
の
研
修
、
写
真
展
示
等
を

来
年
度
の
事
業
計
画
の
中
で

検
討
す
る
。

高
齢
者
の
補
聴
器
助
成
を

問  

町
は
、
補
聴
器
購
入
助

成
制
度
を
求
め
る
署
名
８
５

１
筆
に
ど
う
応
え
る
か
。

町
長　

こ
れ
か
ら
策
定
作
業

に
着
手
し
、
来
年
度
以
降
の

早
期
導
入
に
向
け
た
準
備
を

整
え
て
い
く
。

非核平和宣言

宣
言
文
を
パ
ネ
ル
に

来
庁
者
に
見
え
る
よ
う
準
備

新複合施設  イメージ案

非核平和の町宣言　昭和60年９月27日議決宣言

　野に　花が咲き
　山に　鳥が鳴き
　まちには　緑がいっぱい
　ここには　私たちの幸せがある
　いま地球をおおう核兵器は
　愛するすべてのものを滅亡させてしまう
　ヒロシマ　ナガサキを
　くり返してはならない
　いまこそ　私たちは
　核兵器の根絶を願い
　私たちの町にいかなる核兵器の
　配備も　飛来も　通過も　許さない
　緑豊かなスポーツと福祉の
　美しい　田園工業都市
　平和で幸せなまちを実現するため
　ここに坂城町を非核地域とし
　非核　平和の町を宣言する
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文化センターの充電器

児童数減少

小
学
校
統
合
の
可
能
性
は

現
在
の
３
小
学
校
を
維
持

問　
小
学
校
児
童
数
の
過
去

５
年
間
の
推
移
は
。

町
長　
３
校
全
体
で
令
和
元

年
度
が
７
０
１
人
、２
年
度

が
６
６
２
人
、３
年
度
が
６

２
８
人
、４
年
度
が
６
２
１

人
、５
年
度
が
５
９
９
人
、６

年
度
は
５
６
６
人
で
、５
年

前
と
比
較
す
る
と
児
童
数
は

２
割
減
少
し
て
い
る
。
昭
和

54
年
度
１
７
７
５
人
を
ピ
ー

ク
に
児
童
数
は
減
少
に
転

じ
、
現
在
は
ピ
ー
ク
時
の
３

分
の
１
に
な
っ
て
い
る
。

問　

児
童
数
の
減
少
が
続

く
な
か
で
、
将
来
３
小
学
校

の
統
合
に
対
す
る
町
の
見
解

は
。

町
長　

一
人
ひ
と
り
の
児
童

の
個
性
や
能
力
に
合
わ
せ
、

き
め
細
か
な
指
導
が
可
能
に

な
る
少
人
数
な
ら
で
は
の
メ

リ
ッ
ト
を
活
か
し
た
教
育
を

推
進
し
、
現
在
の
３
小
学
校

を
維
持
し
て
い
き
た
い
。

問　
教
員
の
働
き
方
改
革
を

進
め
る
た
め
、
業
務
負
担
軽

減
な
ど
の
取
組
み
は
。

町
長　

ク
ラ
ス
数
の
減
少
は

学
校
全
体
の
教
員
数
の
減
少

に
つ
な
が
り
、
行
事
の
準
備

や
引
率
等
、
児
童
数
と
関
係

な
く
必
要
と
な
る
学
校
業
務

に
つ
い
て
の
教
員
１
人
に
か

か
る
負
担
は
、
相
対
的
に
増

え
て
い
る
。

　

町
で
は
、
負
担
軽
減
へ
の

取
組
と
し
て
、
各
学
校
に
継

続
し
て
支
援
員
を
配
置
し
、

多
様
な
児
童
生
徒
へ
の
支
援

を
行
っ
て
い
る
。ま
た
、教
育

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
へ
の
対
応
と
、

業
務
効
率
化
の
た
め
、
外
部

委
託
や
各
学
校
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支

援
員
を
派
遣
し
て
い
る
。

問　

坂
城
町
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
率
は
。

福
祉
健
康
課
長　

令
和
５
年

度
は
76
・
87
％
で
あ
る
。

問　
国
保
加
入
者
の
マ
イ
ナ

保
険
証
紐
付
け
率
及
び
利
用

率
は
。

福
祉
健
康
課
長　
６
年
６
月

末
時
点
の
紐
付
け
率
は
57
・

96
％
で
、
医
療
機
関
等
窓
口

で
の
利
用
率
は
11
・
45
％
で

あ
る
。

問　
マ
イ
ナ
保
険
証
が
な
い

人
に
届
く
資
格
確
認
書
の
説

明
を
。

本年12月２日以降は

資格確認書が届く

紙
の
保
険
証

福
祉
健
康
課
長　

マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
が
な
い
、
ま
た

は
カ
ー
ド
へ
の
保
険
証
の
利

用
登
録
を
し
て
い
な
い
方
に

は
、
被
保
険
者
資
格
情
報
を

掲
載
し
た
資
格
確
認
書
を
申

請
不
要
で
交
付
す
る
。

　

資
格
確
認
書
の
有
効
期
限

が
切
れ
る
こ
と
が
な
い
よ

う
、
現
行
の
保
険
証
と
同
様

に
加
入
者
へ
送
付
し
、
こ
の

資
格
確
認
書
を
医
療
機
関
等

の
窓
口
で
提
示
す
る
こ
と

で
、
こ
れ
ま
で
と
同
じ
窓
口

負
担
で
医
療
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
。

Ｅ
Ｖ
充
電
設
備
設
置
に
つ
い
て

問　
充
電
目
的
で
な
い
車
両

が
駐
車
し
て
、
充
電
用
の
空

き
が
な
い
場
合
の
対
応
は
。

企
画
政
策
課
長　

電
気
自
動

車
優
先
と
い
う
表
示
を
考
え

て
い
る
が
、
E
V
駐
車
場
に

空
き
が
な
く
、
他
に
駐
車
ス

ペ
ー
ス
が
あ
る
場
合
に
は
、

施
設
管
理
者
が
車
両
の
移
動

を
促
す
な
ど
の
対
応
を
す

る
。

玉川　清史  議員

星　哲夫  議員
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荒廃地転用したブドウ栽培と
ワイン愛好家の摘果ボランティア作業

関係人口

増
加
へ
の
考
え
は

さ
ら
に
Ｐ
Ｒ
し
創
出
を
目
指
す

問　
関
係
人
口
に
関
し
た
取

組
み
の
状
況
と
増
加
へ
の
考

え
は
。

企
画
政
策
課
長　

関
係
人

口
に
関
す
る
事
業
と
し
て
、

ふ
る
さ
と
納
税
が
上
げ
ら
れ

る
。そ
の
ほ
か
、新
た
な
人
口

流
入
増
加
に
つ
な
げ
る
た

め
、
ば
ら
祭
り
や
葡
萄
酒
祭

り
、１
６
９
系
電
車
関
連
イ

ベ
ン
ト
な
ど
、
町
に
関
心
を

持
っ
て
も
ら
う
事
業
を
行
っ

て
い
る
。

　

今
後
、
第
２
期
坂
城
町
ま

ち
・
し
ご
と
・
創
生
総
合
戦

略
を
踏
ま
え
、
各
種
事
業
を

展
開
す
る
と
と
も
に
、
人
と

の
つ
な
が
り
や
思
い
を
大
切

に
し
な
が
ら
、
様
々
な
媒
体

を
通
じ
て
町
外
に
向
け
た
地

域
の
魅
力
を
発
信
・
Ｐ
Ｒ

し
、
関
係
人
口
の
さ
ら
な
る

創
出
を
年
頭
に
、
地
域
の
活

性
や
持
続
可
能
な
社
会
の
構

築
を
目
指
し
て
い
く
。

熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト

問　
高
温
環
境
が
増
加
し
て

い
る
。
小
中
学
校
体
育
館
に

冷
房
設
備
の
早
期
設
置
へ
の

考
え
は
。

教
育
文
化
課
長　

当
面
、
授

業
時
間
の
や
り
く
り
な
ど
で

対
応
す
る
。
設
置
に
関
し
て

は
、
国
の
支
援
策
の
活
用
を

研
究
し
て
い
く
。

水出　康成 議員

　当初より1日遅れて、９月23日（月）に南条保育園の運動会が開催されました。
　気持ちの良い天気の中、子ども達は楽しく一生懸命に走ったり、踊ったりしていたと
のことです。園長先生からは『青い空の下 、運動会が開催されました。今年は「輝け！パ
ワフルなかよし運動会！！」をテーマに掲げ、各年齢とも趣向を凝らした発表ができ
ました。たくさんの観客の応援の中、パワフルで笑顔いっぱいの楽しい運動会となりま
した。』というコメントを頂きました。　　　　（写真：中嶋　登、 文：山城　峻一）

表　
紙

議 会 日 誌 （主なもの）

８
月

20日  議会全員協議会/坂城駅周辺活性化特別委員会/
　　 六ケ郷用水組合議会臨時会
21日  非核・平和・憲法を守る上小の会、長野県憲法擁護連合陳情
　　  /千曲坂城消防組合議会臨時会
26日  議会運営委員会
27日  町例月現金出納検査/葛尾組合議会臨時会
29日  決算審査監査報告受領

９
月

 ２日〜20日  ９月議会定例会
 ４日  総務産業常任委員会
10日  議会運営委員会
18・26日  議会報編集委員会
20日  議会運営委員会/議会全員協議会
25日  全国町村議会広報研修会
26日  町例月現金出納検査
27日  上田地域広域連合議会代表者会
30日  長和町議会視察

７
月

３・９・16日  議会報編集委員会
10〜11日  上田地域広域連合議会行政視察
12日  町村議会議員研修会
16日  県道上室賀坂城停車場線改良促進期成同盟会総会
18日  長野広域連合議会視察
19・23・24・25・30・31日  決算審査
22日  議会全員協議会/社会文教常任委員会
25日  町例月現金出納検査/国道18号坂城更埴バイパス現
　　  地事業説明会/上田地域広域連合管内施設視察
26日  総務産業常任委員会
30日  社会文教常任委員会閉会中の調査

８
月

 １日  国道バイパス・県道整備促進期成同盟会総会
 ５日  総務産業常任委員会閉会中の調査
 ６日  新国道上田篠ノ井間建設促進期成同盟会総会
 ７日  新国道上田篠ノ井間建設促進期成同盟会要望活動
19日  新日本婦人の会請願/長野県医療労働組合連合会、
　　 長野県社会保障推進協議会陳情
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